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１ 公立大学法人札幌市立大学の期間評価の方法 

 

(1) 期間評価は、「項目別評価」及び「全体評価」により行う。 

 

(2) 項目別評価は、中期計画の次に掲げる事項（大項目）ごとの実施状況の評価を行う。 

  ① 教育 

  ② 研究 

  ③ 地域貢献 

  ④ 大学運営 

 

 (3) 項目別評価に当たっては、まず、中期計画の記載項目（小項目）ごとに、次に掲げ

るⅣ～Ⅰの４段階で評価を行う。なお、評価委員会の評価が公立大学法人による評価

と異なる場合は、その理由等を示す。 

  Ⅳ：上回って実施している 

  Ⅲ：十分に実施している 

  Ⅱ：十分には実施していない 

  Ⅰ：実施していない 

 

 (4) (3)の評価等を踏まえ、中期計画の大項目ごとに、次に掲げるＳ～Ｄの５段階で評価

を行う。 

  Ｓ：特筆すべき進捗状況にある（評価委員会が特に認める場合） 

  Ａ：計画どおり進捗している（小項目のすべてⅣ又はⅢ） 

  Ｂ：おおむね計画どおり進捗している（Ⅳ又はⅢの小項目の割合が９割以上） 

  Ｃ：やや遅れている（Ⅳ又はⅢの小項目の割合が９割未満） 

  Ｄ：重大な改善事項がある（評価委員会が特に認める場合） 

 

(5) 全体評価は、(4)の項目別評価の結果等を踏まえ、中期計画全体について総合的な

評価を行う。 
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２ 全体評価 

  

 (1) 総評 

   平成 18 年に開学した札幌市立大学は、「Ｄ×Ｎ」（ディー バイ エヌ、デザインと

看護の両分野の連携）による特色のある教育・研究を行い、幅広い教養と豊かな人間

性を有する人材を育成するとともに、地域に根ざした公立大学として、知的資源を活

用した社会貢献にも取り組んできた。 

   第三期中期目標期間（平成 30～令和 5 年度）の業務実績としては、「項目別評価」

において、 

①教育、研究、地域貢献、大学運営の４項目（大項目）すべてがＡ評価となり、 

②教育、研究、地域貢献の３項目（大項目）がＡ評価、大学運営の 1項目（大項目）

がＢ評価となり、 

③教育、研究、地域貢献の３項目（大項目）がＡ評価、大学運営の 1項目（大項目）

がＣ評価となり、 

第三期中期目標期間の業務として、［概ね］順調に実施したものと評価する。 

   

この第三期は、新型コロナウイルス感染症により、大学運営において大きな影響を

受けた期間であったが、幅広い分野におけるデザイン能力の活用や地域包括ケアシス

テムの構築など多様なニーズや課題に対応し、地域や現場で活躍できる実践能力を備

えた人材の育成に取組んだ。また、令和４年には「ＡＩＴセンター」が開設され、Ａ

Ｉ・ＩＴなどの先端技術を活用することで、より高度な研究と地域課題を踏まえ、社

会において有用性の高い研究を推進してきた。 

 このほか、外部機関と連携した業界・企業研究講座やインターンシップ等の取組を

通じて、地元定着を推進した他、公開講座の積極的な開催やＳＤ研修による職員のマ

ネジメント能力の向上などに取組み大学を発展させてきた。 
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(2) 評価内容 

 ア 教育 

     小項目数 13のうち、Ⅳ評価が[４～８]項目、Ⅲ評価が[５～９]項目であり、高い

水準で業務を実施しているものと認められる。 

特に、地域や仕事の現場で活躍できる実践能力を養う「デザイン総合実習Ⅳ」に

て、企業や外部機関との連携関係を構築し、毎年の成果指標を達成していることは

高く評価できる（小項目４）。 

また、両学部における学生へのキャリア支援について、多様かつ精力的な対策が

実施されており、毎年の成果指標を達成していることは、期間中の就職内定率が高

く維持されていることも踏まえ、高く評価できる（小項目９）。博士後期課程研究計

画書審査を毎年継続的に実施できていること（小項目８）についても、教育の質の

向上に資するものとして、評価に値するものである。 

 

 イ 研究 

   小項目数５のうち、Ⅳ評価が４項目、Ⅲ評価が１項目であり、高い水準で業務を

実施しているものと認められる。 

特に、北海道や札幌市における地域特性・地域課題等に関する研究件数について、

毎年の成果目標を大きく上回って確実に推進できていること（小項目 15）、「デザイ

ン総合学習Ⅳ」科目から企業や外部機関との共同・受託研究へと発展させ、毎年の

成果指標を達成していること（小項目 16）は、社会において有用性の高い研究を推

進するという観点から高く評価できる。 

また、新型コロナウイルス感染症による研究活動への影響がありつつも、デザイ

ンと看護分野が連携した研究を推進するための取組を継続的に実施し、毎年の成果

指標を達成していることは、本学の特長を深化させるものとして、高く評価できる

（小項目 14）。科学研究費助成事業への新規申請について、さまざまな応募支援の

取組を実施し、毎年度 10％増及び 2023年度の指標 90％を達成したことは、研究機

関としての地位向上に資するものとして評価できる（小項目 17）。 

 

 ウ 地域貢献 

   小項目数７のうち、Ⅳ評価が[５～６]項目、Ⅲ評価が[１～２]項目であり、高い

水準で業務を実施しているものと認められる。 

特に、新型コロナウイルス感染症による活動機会への影響を受けつつも、産業界

及び保健・医療・福祉業界等との連携や研究成果の知財化支援等の支援の充実、研

究活動事例の紹介等により、地域産学連携協力の受諾件数が成果指標を上回ってい

ることは、高く評価できる（小項目 19、25）。 

また、学生に対する地元企業や医療機関等に関する情報提供（小項目 20）、公開

講座や看護コンソーシアムの研修を通じた地域産業・医療を担う職業人のスキル向
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上（小項目 21、22）により、地域産業及び地域医療への貢献を果たしていることは、

高く評価できる。 

 

 エ 大学運営 

   小項目数 22 のうち、Ⅳ評価が[５～７]項目、Ⅲ評価が[11～17]項目、Ⅱ評価が

［０～４］であり、[   ]水準で業務を実施しているものと認められる。 

特に、 

大学同窓会と連携した就業意欲向上の取組について、成果指標を大きく上回って

達成していること、図書館機能の充実と機関リポジトリによる研究論文等の公表を

着実に実現できていることは高く評価できる（小項目 27、30）。 

また、多彩な SD研修が積極的に実施されていることは、職員の資質向上の観点か

ら高く評価できる（小項目 36）。 

教員研究の積極的な PRや「AITセンター」の新設、受け入れ体制強化の結果、受

託研究・共同研究の受入件数が着実に増加し、成果指標を上回ったことは高く評価

できる（小項目 39）。 

    

(3) 今後の課題   

（小項目評価結果により記載内容を変更） 
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３ 項目別評価 

 

３－１ 教育に関する評価 

 

 (1) 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

    Ａ 

 

イ 判断理由 

    小項目すべてがⅣ評価又はⅢ評価であるため。 

 

 （参考）集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

13 ０ ０ ５～９ ４～８ 100％ 

 

 (2) 特筆すべき点・遅れている点 

   ア 特筆すべき点 

(ｱ) 中期計画を上回って実施している項目について、次のような点が挙げられる。 

・企業等と連携した課題を扱う「デザイン総合実習Ⅳ」が順調に実施され、毎年

度成果指標を上回り、学生に社会で学ぶ機会を提供したことは、高く評価でき

る。（小項目４）。 

・看護学部・助産学専攻科において、OSCE やシミュレーターを用いた実践型教

育を滞りなく実施できていること、看護実践能力及び助産実践能力の到達度に

ついて、2020 年度以降も屈票を達成していることは、高く評価できる。（小項目

５） 

・大学院博士後期課程において、研究計画書審査を継続的に実施できていること

は、高く評価できる。（小項目８） 

・両学部におけるキャリア支援活動について、多様かつ精力的な対策を実施して

いること、それにより高い就職内定率を維持していることは、高く評価できる。

（小項目９） 

 

(ｲ) (ｱ)のほか、次に掲げる点が注目される。 

・両学部の学生が協働して地域課題に取り組む「学部連携基礎論」と「学部連携

演習」について、着実な運営により、学生の地域の課題発見、解決提案する能

力に対して成果を挙げており、評価できる。（小項目１） 
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・専門職業人としてのデザイン、コミュニケーション等の実践能力の向上につい

て、学生評価が高く、評価できる。（小項目３） 

・学生のメンタルヘルスに関する教職員向け研修，ならびに新任教員に対するメ

ンターガイダンスの実施など、十分な取組がされており評価できる。（小項目 12） 

       ・留学生の日本語能力の向上を目的として、講座を実施しており、外国人研究科生      

及び外国人研究生の日本語能力の向上に寄与しており、評価できる。（小項目 13）。 

Ⅳ評価の場合、(ｱ)へ記載 

 

  イ 遅れている点 

    特になし 

 

 (3) その他の評価委員会からの主な意見等 

・評価指標が５段階か 10段階かは、期間を通して統一しておいた方が良いと思う。（小

項目５） 

  ・デザイン研究科の回答率と満足度の両方が低いことについて、分析が必要と思う。

（小項目７） 

  ・バリアフリー化の妥当性について、満足度を調査する等が必要と思う。（小項目 11） 
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３－２ 研究に関する評価 

 

 (1) 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

    Ａ 

 

イ 判断理由 

    小項目すべてがⅣ評価又はⅢ評価であるため。 

     

 （参考）集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

５ ０ ０ １ ４ 100％ 

 

ア 特筆すべき点 

(ｱ) 中期計画を上回って実施している項目について、次のような点が挙げられる。 

 ・デザインと看護の両分野が連携した研究を推進するための取組を継続的に実施し、

毎年の成果指標を達成していることは、高く評価できる。（小項目 14）  

・地域特性・地域課題等に関する研究が推進され、指標を上回る件数の研究を実施

していることは、高く評価できる。研究の推進を図るために、学術奨励研究費、

共同研究費、学内競争的資金で応募者を募り、確実に指標の件数の研究を推進で

きている。個人研究費でさらに多くの研究がなされていることから、次年度以降

も期待できる。（小項目 15） 

・企業や外部機関との連携による課題研究を継続的に実施していること、2023年度

には２件実施していることは、評価に値する。（小項目 16） 

・科学研究費助成事業への新規申請について、さまざまな応募支援の取組を実施し、

毎年度 10％増、2023年度 90％の指標を達成していることは、高く評価できる。（小

項目 17） 

  

 (ｲ) (ｱ)のほか、次に掲げる点が注目される。 

・指標を十分に達成している。ただ、2022 年度は同指標で計 19 件の実施結果であ

ったため、次年度以降はさらなる研究成果の拡大に期待する（小項目 18） 

 

 イ 遅れている点 

   特になし 
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３－３ 地域貢献に関する評価 

 

 (1) 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

    Ａ 

 

イ 判断理由 

    小項目すべてがⅣ評価又はⅢ評価であるため。 

     

 （参考）集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

７ ０ ０ １～２ ５～６ 100％ 

 

 (2) 特筆すべき点・遅れている点 

 ア 特筆すべき点 

(ｱ) 中期計画を上回って実施している項目について、次のような点が挙げられる。 

・各種の出展への来訪者の人数から地元で関心を寄せられていることが推測され、

研究成果の特許出願も精力的で評価できる。産業界及び保健・医療・福祉業界等

からの地域産学連携協力依頼の受諾が目標の8件を大幅に超えて13件もあること

はデザイン学部の勢いを感じ、高く評価できる。（小項目 19） 

・中小企業家同友会や医療機関・地方自治体との連携協力による学内キャリア説明

会やインターンシップなどを継続的に実施できたことは、地域への人材輩出につ

ながる重要な取組であり、高く評価できる。（小項目 20） 

・職業人向け公開講座の実施について明確な数値目標を設定し、それを上回る実績

を達成した点が高く評価できる。今後はこうした公開講座が「地元企業等の競争

力強化」や「地域の専門職の資質向上」等への寄与に繋がることを期待したい。

（小項目 21） 

・看護コンソーシアムの市内病院等と連携を通じて、保健医療福祉における看護職

の人材育成を施設横断的に行い、毎年度成果指標を上回る評価を得られたことは、

看護の質の向上に資する取組として、高く評価できる。（小項目 22） 

・地域産学連携協力依頼をついて、公式ウェブサイトの「教員研究紹介」、「研究・

活動事例集」の活用した広報活動等により、成果指標をほぼ毎年上回って受諾し

たことは評価できる。（小項目 25） 
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(ｲ) (ｱ)のほか、次に掲げる点が注目される。 

・市民向け公開講座について、成果指標はほぼ達成されている。コロナ禍であった

ことを考慮すると，よくできたものと評価できる。（小項目 23）  

・札幌市からの受託・共同研究及び地域産学連携協力依頼件数について、年度によ

る変動はあるものの、指標をほぼ達成できていることは評価できる。（小項目 24） 

 

 イ 遅れている点 

    特になし 

 

 (3) その他の評価委員会からの主な意見等 

・公開講座について、「市民がより良い生活を送るための新しい知見を獲得できるよ

うな生涯学習の機会提供」の観点を重視し、受講者満足度の維持向上に期待したい。 

   

Ⅳ評価の場合、(ｱ)へ記載 
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３－４ 大学運営に関する評価 

 

 (1) 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

    Ａ Ｂ Ｃ 

 

イ 判断理由 

  小項目すべてがⅣ評価又はⅢ評価であるため。（→Ａ） 

  小項目においてⅣ評価又はⅢ評価が９割以上であるため。（→Ｂ） 

小項目においてⅣ評価又はⅢ評価が９割未満であるため。（→Ｃ） 

 

 （参考）集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの 

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

２２ ０ ０～４ 11～17 ５～７ 81.2～100％ 

 

 (2) 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

(ｱ) 年度計画を上回って実施している項目について、次のような点が挙げられる。 

・同窓会との連携により、卒業生・修了生の講演会等が多数開催され、その参加

人数もほぼ毎年指標を大きく上回っている。在学生の就業意欲向上等、キャリ

ア教育に繋がるものであり、高く評価できる。（小項目 27） 

・図書館機能の着実な充実と機関リポジトリによる研究論文等の公表を実現して 

いることは、高く評価できる。（小項目 30） 

 ・毎年度成果指標を上回っていることに加え、オンライン研修の積極活用、他大学

への派遣等、積極的に SD 研修がされており、高く評価できる。次年度以降の継

続を期待する。（小項目 36） 

 ・研修機会の充実、ひいては職員の能力向上に向けて「事務局職員向け研修一覧」

を作成し、研修受講の勧奨を行うなどの工夫、努力は、評価できる。（小項目 36） 

･教員研究の積極的な PR や AIT センターの設置の結果、受託研究・共同研究の受

入件数について、成果指標を上回っていることは、高く評価できる。次年度以

降のより高い指標設定、研究受入の継続に期待する。 (小項目 39) 

・成果指標を上回る実施を継続していること、様々な分野における安全管理体制

の強化を図ったことは、高く評価できる。引き続き防災対策の強化に期待する。

（小項目 42） 
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   (ｲ) (ｱ)のほか、次に掲げる点が注目される。 

・外部機関や他大学等との連携の場としてのサテライトキャンパスの利用者数は、

コロナ禍の影響を受けたものの、2023 年度には回復しており、全体としては評

価できる。サテライトキャンパス活用による、学外機関等との連携の更なる増

加に期待したい（小項目 26） 

・教育改善に資する FD研修について、ほぼ毎年度成果指標を上回って実施できて

おり、2023年度受審の大学認証評価結果において、FD研修活動が「優れた点」

として付されたことは評価に値する。（小項目 35） 

・進学相談会、出前授業、個別の見学対応と、多様な情報提供の機会を提供でき

ていることは、評価に値する。オープンキャンパスについては、オンラインま

たはハイブリッド開催等、希望者全員が参加できる体制の整備に期待したい。

（小項目 31） 

・コンプライアンスに関する研修、障がい者差別解消法に係る e ラーニング等の

各取組は、評価できる。全教職員の積極的な受講が望まれる。（小項目 45） 

 

  イ 遅れている点 

・大学の国際化は中期目標における重要な項目と考えるが、これに係る国際交流

については、コロナ禍の影響により停滞した。また、国際交流は双方向かつ多

方面のアプローチが必要であり、派遣だけでなく、受入件数の増加や連携学術

機関の広範囲化にもより強く意識をもっていただきたい。（小項目 28） 

・公式ウェブサイトへのアクセス数は確実に伸びているものの、目標に少し及ば

なかったことは残念である。市民意識調査における認知度が前回実施時よりも

減少した原因を分析した上で、更なる広報活動を期待したい。（小項目 29） 

・認知度向上におけるターゲット設定についての再検証が必要と考える。受験生

の保護者層以上に受験生自身の認知度向上、ひいては受験生に選ばれる大学と

なることを期待する。また、社会のトレンドを意識し、大学での学習・研究成

果をどのように社会で活用できるか・役立てられるかという点を意識した情報

発信の強化が必要と考える。（小項目 29） 

・成果指標の会議の件数及び有給休暇取得率はやや満たしていないが、遠隔形式

の会議の恒常化による業務の効率化や職員の超過勤務時間削減等は評価できる。

学内アンケートの実施により教職員の意見を踏まえた今後の対応策に期待する。 

（小項目 32） 

・教員の有給取得率の改善が実現できなかった点に関して、ワーク・ライフ・バ

ランスを考慮し、対応策の更なる検討に期待する。（小項目 32） 

・退職者の補充について、適切な教員採用手続きを行っている。（小項目 33） 

・「本学が求める教員像」が不明確であり、成果指標が曖昧である。また看護学部

では、公募人数が多くまた公募をしたが採用に至らなかったのは、「本学が求め

Ⅳ評価の場合、(ｱ)へ記載 
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る教員像」の理想が高すぎるためなのか、人事については慎重な検討が必要と

考える。（小項目 33） 

                         

 

 (3) その他の評価委員会からの主な意見等 

・受講に関して、延べ人数だけでなく、全教員が１回以上参加していることが分かる

ような指標を加えていただけると、教員の資質向上に繋がっていることが評価でき

ると思われるため、検討いただきたい。（小項目 35） 

 ・成果指標の『年度計画のうち「教育」「研究」「地域貢献」に関する目標の全項目に成

果指標を設定する』ことは、2018 年度から実施できているため、今後の成果指標の

設定の際は、より内容に踏み込んだ目標設定とすることに期待する。（小項目 38） 

 ・成果指標の達成にあたっては、環境要因や LED照明導入等の影響も考えられるが、教

職員の意識が貢献していると想定されるため、引続き、省資源・省エネルギーへの取

組みに期待する。また、省エネ設備の導入にあたっては、学生も含めた大学関係者の

業務や研究のパフォーマンスの向上に支障がでないようご留意いただきたい。（小項

目 43） 

 ・成果指標の研修実施件数については十分に実施しているが、「ハラスメント防止セミ

ナー」の受講率がやや低いと感じるため、受講の義務化を検討いただきたい。（小項

目 45） 

 ・2024年度は、大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法が変更することに伴い、

本学一般選抜において対応が求められるため、綿密な準備を行った上で、円滑に実施

されるよう期待する。（小項目 47） 

 

 

Ⅲ評価の場合「特に無し」に記載を変更 

意見は（3）または（ｲ）に掲載 


